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以下では、 a 、b 、 c を実数とする。

2 次方程式

02  cbxax …①

の 2 つの解を 、  とすると（重解のときは   ）、   、 は次のようになる。
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逆に、2 つの複素数 、  について

a
b

  、
a
c



が成り立つならば

   ab 、 ac 
であるから、①は

  02   axaax
0a より

  02   xx
   0  xx

 ,x
すなわち、①の解は 、  である。

以上より、次のことがいえる。

2 次方程式の解と係数の関係

2 次方程式 02  cbxax の解が 、  ⇔
a
b
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a
c



（例）

2 次方程式 0232 2  xx の 2 つの解を 、  とすると
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（例）

2 次方程式 012  xx の解を 、  とすると

1  、 1
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（注）

2 次方程式 02  cbxax において
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したがって、判別式を Dとすると
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であり、とくに、 1a の場合

  D 2

が成り立つ。
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